
1 趣 旨
チャットGPTに代表される生成AIは、住民サービスの向上や業務の効率化につながることが期待される一方で、情報漏洩の

恐れなど活用にあたっての懸念も指摘される。このため、有効な活用策や具体的な課題等を踏まえた今後の活用方針を検討する

ため、庁内プロジェクトチームを立ち上げる。

２ 構 成 情報政策課、デジタル改革課、市町振興課、県政改革課、新産業課 等

※ アドバイザーとして有識者の参画を検討

３ 検討事項
次の(ア)(イ)を踏まえた今後の活用方針 （→ガイドラインとして取りまとめ）

(ア) 活用が有効な業務等

〇住民サービスの向上に資する活用策

〇自治体運営の効率化に資する活用策（自治体ＤＸ）

〇社会課題解決に資する活用策（ひょうごＴＥＣＨイノベーションプロジェクトとの連携） 等

(イ） 課 題

○情報漏洩の恐れ

○個人情報収集や著作権侵害の恐れ

○正確性の欠如 等

４ スケジュール
５月上旬 第１回PT開催

以降随時、ＰＴ開催、関係者ヒアリング（有識者、事業者、国、先行自治体等）等

庁内業務での実証と分析（業務の効率化効果や正確性の検証等）

秋頃 ガイドライン取りまとめ

チャットGPT活用検討プロジェクトチームの立ち上げ
作成年月日 令和５年４月26日

作 成 部 局 企画部情報政策課

【問い合わせ先】

企画部情報政策課
TEL 078-362-3874（内線2309）


